
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
に
制
作
・
公
開
・
放
映
さ
れ
て
い
る
現
在
、
批

評
家
や
映
像
研
究
者
だ
け
で
な
く
日
本
近
代
文
学
研
究
者
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
検
討
の
素
材
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
批

評
家
の
提
示
し
た
、
文
化
史
に
そ
ぐ
わ
な
い
枠
組
み
や
ジ
ャ
ー
ゴ
ン
に
無
批

判
に
従
っ
た
り
、
研
究
史
や
歴
史
的
社
会
的
文
脈
を
ふ
ま
え
な
い
対
象
作
家

・
作
品
の
解
釈
や
、
単
に
現
代
思
想
を
応
用
し
た
物
語
解
釈
に
と
ど
ま
り
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
特
性
た
る
映
像
分
析
を
中
心
的
な
対
象
と
し
た
検
討
の

蓄
積
は
未
だ
十
分
と
は
言
い
が
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
は
小
説
を
原
作
と
す
る
も
の
、
ノ
ベ
ラ

イ
ズ
化
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
﹇
文
学
×
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
﹈
相

関
は
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
ン
ル
・
情
報
量
の
点
で
異
な
る
諸
水
準
・
諸
要
素
の

増
減
・
対
立
・
分
裂
を
伴
う
テ
ク
ス
ト
の
創
造
と
受
容
の
関
係
で
あ
る
。
そ

の
点
で
、
文
学
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
変
更
や
解
釈
の
更
新
と
は

不
確
定
な
プ
ロ
セ
ス
を
伴
う
テ
ク
ス
ト
の
範
列
的
な
移
行
と
言
え
よ
う
。
ま

た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
流
通
・
普
及
は
テ
ク
ス
ト
の
シ
ン
タ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
移
行
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
の
力
学
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
構
が
検
討

さ
れ
る
。
前
者
は
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
の
何
が
台
頭
し
何
が
衰
退
す
る
か
、
対
立

し
合
う
ジ
ャ
ン
ル
・
テ
ク
ス
ト
間
に
共
通
す
る
要
素
を
発
見
す
る
よ
う
な
作

業
を
伴
い
、
後
者
は
テ
ク
ス
ト
の
変
化
性
／
安
定
性
を
注
目
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
立
命
館
大
学
に
提
出
さ
れ
た
同
題
の
博
士
論
文
を
大
幅
に

加
筆
・
修
正
し
た
本
書
で
は
、
分
析
方
法
、
ア
ニ
メ
産
業
、
映
像
分
析
、
物

語
分
析
を
組
み
合
わ
せ
て
、
前
述
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
つ
つ
、
日
本
近
代
文

学
研
究
と
し
て
の
総
合
的
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
目
指
し
た
も
の
と
言

え
よ
う
。

第
一
章
「「
ア
ニ
メ
」
と
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」」
に
お
い
て
、
日
本
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
連
続
的
に
捉
え
る
べ
く
、
フ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
リ
ミ

ッ
テ
ッ
ド
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
共
に
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
、
文

〔
書
評
〕

禧
美
智
章
著
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
想
像
力

│
文
字
テ
ク
ス
ト
／
映
像
テ
ク
ス
ト
の
想
像
力
の
往
還
│
』

西
田
谷

洋
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学
研
究
の
方
法
と
映
像
研
究
の
方
法
に
よ
っ
て
「
言
語
」（
音
声
）
と
「
映

像
」（
動
き
）
か
ら
な
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
映
画
を
、
そ
し
て
そ
の

イ
ン
タ
ー
バ
ル

「
間
隔
」
を
「
読
む
」
方
法
論
を
提
示
す
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
受
動

的
な
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
、
観
客
が
「
想
像
力
」
を
駆
使
し
参
画
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
文
学
や
シ
ナ
リ
オ
か
ら
絵
コ
ン
テ
を
経
て

映
像
作
品
へ
、
読
者
・
製
作
者
・
観
客
の
「
想
像
力
」
は
ど
の
よ
う
に
伝
播

す
る
の
か
が
検
討
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
想
像
力
と
い
う
受
容
者
の
参
入
こ

そ
が
本
書
の
分
析
方
法
に
お
い
て
核
と
な
る
。

第
二
章
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
〈
新
〉
植
民
地
主
義
」
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
制
作
現
場
を
検
討
す
る
こ
と
で
生
産
の
環
境
を
分
析
す
る
。
現
代
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
と
し
て
国
内
外
か
ら
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
制
作
現
場
で

は
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
労
働
環
境
が
劣
悪
で
あ
る
こ
と
や
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

制
作
の
海
外
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
か
ら
、「
ジ
ャ
パ
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
が
不
可
視
化
し
て
き
た
〈
新
〉
植
民
地
主
義
的
な
意
識
を
明
ら

か
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
内
容
や
映
像
に
の
み
着
目
す
る
先
行
論
が
隠
蔽

し
て
き
た
も
の
に
注
目
し
た
意
義
が
あ
る
。

第
三
章
「
日
本
に
お
け
る
初
期
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
批
評
性
」
は
、
初
期

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
『
煙
突
屋
ぺ
ロ
ー
』
と
『
海
の
神
兵
』
の
分
析
を
行
う
。

ア
マ
チ
ュ
ア
集
団
童
映
社
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
影
絵
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

『
煙
突
屋
ぺ
ロ
ー
』
は
、
物
語
性
を
組
み
込
ん
だ
意
欲
作
と
し
て
、
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
映
画
同
盟
（
プ
ロ
キ
ノ
）
に
よ
っ
て
反
戦
の
意
味
を
見
い
だ
さ

れ
、「
子
ど
も
向
け
の
漫
画
映
画
が
大
人
に
も
通
用
す
る
」
と
い
う
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
の
大
衆
的
な
伝
播
す
る
力
を
示
し
た
。
戦
意
昂
場
の
た
め
の
国
策

映
画
で
あ
る
瀬
尾
光
世
監
督
『
海
の
神
兵
』
は
、
美
し
く
楽
し
い
日
常
の
描

写
等
の
「
平
和
的
な
形
式
」
に
よ
っ
て
植
民
地
政
策
に
資
し
、
ジ
ブ
リ
映
画

の
平
和
な
形
式
が
海
外
の
戦
闘
地
や
植
民
地
の
風
景
を
媒
介
と
し
た
植
民
地

主
義
的
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
へ
と
変
奏
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
第

四
章
「
戦
後
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
胎
動
」
で
は
、
戦
後
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

流
れ
が
概
観
さ
れ
る
。
教
育
映
画
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
政
策
と
の
関
わ
り
で
『
魔
法
の

ペ
ン
』
は
自
己
検
閲
的
に
ア
メ
リ
カ
の
意
向
に
沿
う
よ
う
に
制
作
さ
れ
る
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
産
業
と
し
て
立
ち
上
が
る
過
程
で
『
白
蛇
伝
』
で
は
戦

前
か
ら
の
技
術
が
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
映
動
画
は
戦
前
／
戦
後
、
リ
ミ

テ
ッ
ド
／
フ
ル
い
ず
れ
と
も
繋
が
る
と
す
る
新
た
な
見
解
が
提
示
さ
れ
る
。

第
三
章
〜
第
四
章
で
の
歴
史
的
な
受
容
や
モ
デ
ル
の
調
査
に
よ
っ
て
、
第
二

章
で
の
植
民
地
主
義
的
な
横
領
・
収
奪
の
枠
組
み
と
結
び
付
く
現
代
に
ま
で

繋
が
る
問
題
が
示
さ
れ
る
。

第
五
章
〜
第
七
章
は
間
メ
デ
ィ
ア
と
理
論
を
め
ぐ
る
本
書
の
中
心
を
成
す

パ
ー
ト
で
あ
る
。

第
五
章
「
文
学
と
映
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
戯
曲
・
小
説
と
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
視
覚
性
を
軸
と
し
た
間
メ
デ
ィ
ア
的
想
像
力
の
伝
播
を
考

察
す
る
。
こ
の
と
き
、
視
覚
性
は
身
体
に
反
応
を
引
き
起
こ
す
権
力
関
係
の

効
果
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
泉
鏡
花
原
作
で
は
、
映
画
『
天
守
物
語
』
の

「
時
間
イ
メ
ー
ジ
」
を
通
し
た
戯
曲
『
天
守
物
語
』
の
視
覚
性
を
検
討
す
る
。

映
画
『
天
守
物
語
』
は
、
演
劇
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
だ
け
の
演
劇
中
継
で

は
な
く
、
映
画
技
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
知
覚
し
、
情
動
が
起
こ
り
、
行
動

三
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す
る
「
運
動
イ
メ
ー
ジ
」
の
「
感
覚
運
動
図
式
」
を
崩
壊
さ
せ
る
「
時
間
イ

メ
ー
ジ
」
が
関
与
し
、
視
覚
性
と
内
的
な
想
像
力
の
関
係
が
間
メ
デ
ィ
ア
的

に
変
容
し
て
い
く
か
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
原
作
で
は
、
小
説

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
語
り
手
と
ア
ニ
メ
版
『
宮
沢
賢
治
銀
河
鉄
道
の
夜
』

と
の
比
較
考
察
で
は
、『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
存
在
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

映
画
の
「
カ
メ
ラ
・
ア
イ
」
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
小
説
『
銀
河
鉄
道

の
夜
』
の
語
り
手
を
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
的
な
存
在
と
し
、
ア
ニ
メ
版
『
銀
河
鉄

道
の
夜
』
で
は
擬
人
化
さ
れ
た
猫
と
感
情
表
現
の
希
薄
さ
に
よ
っ
て
観
客
に

「
イ
メ
ー
ジ
」
を
読
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
多
様
な

解
釈
に
開
い
て
い
く
。

第
六
章
「
映
画
監
督
、
押
井
守
の
挑
戦
」
は
、
押
井
映
画
の
虚
構
制
作
方

法
を
分
析
す
る
。『
イ
ノ
セ
ン
ス
』
は
３
Ｄ
素
材
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
手
描

き
の
テ
ク
ス
チ
ャ
を
貼
り
付
け
る
カ
メ
ラ
マ
ッ
プ
に
よ
る
３
Ｄ
の
世
界
で
２

Ｄ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
演
技
を
さ
せ
る
２
Ｄ
と
３
Ｄ
の
融
合
に
よ
っ
て
、
視

聴
者
を
圧
倒
す
る
情
報
量
を
持
っ
た
世
界
を
描
く
が
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
と
手
描
き

の
２
Ｄ
の
ズ
レ
を
映
像
化
す
る
こ
と
で
、
観
客
の
視
覚
を
ハ
ッ
キ
ン
グ
し
た

か
の
よ
う
な
仮
想
現
実
の
表
現
な
ど
、
現
実
と
虚
構
を
曖
昧
に
す
る
方
法
を

用
い
て
い
る
。
ま
た
、『
立
喰
師
列
伝
』
で
は
、
実
在
人
物
の
写
真
を
貼
り

付
け
た
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
人
形
を
３
Ｄ
空
間
で
演
技
さ
せ
る
「
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ヴ

メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
映
像
に
よ
っ
て
実
写
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
境
界
を
曖
昧

に
し
、
実
写
の
情
報
量
を
持
っ
た
人
物
の
顔
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

で
情
動
を
解
釈
可
能
に
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
第
七
章
「
文
字
テ
ク
ス
ト
か

ら
映
像
テ
ク
ス
ト
へ
」
で
は
、
森
博
嗣
の
小
説
『
ス
カ
イ
・
ク
ロ
ラ
』
と
押

井
守
の
映
画
版
『
ス
カ
イ
・
ク
ロ
ラTheSkyC

raw
lers

』
が
比
較
検
討
さ

れ
る
。
原
作
は
同
一
性
が
混
乱
し
た
三
人
の
「
僕
」
を
登
場
さ
せ
て
分
裂
症

的
な
主
人
公
・
語
り
手
を
描
き
読
者
を
混
乱
さ
せ
て
い
た
。
一
方
、
映
画
版

で
は
、
生
ま
れ
替
わ
り
を
繰
り
返
し
て
身
体
と
記
憶
の
同
一
性
を
曖
昧
化
さ

せ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
無
意
識
を
持
ち
込
も
う
と
し
た
。「
感
覚
運
動
図

式
」
を
揺
る
が
さ
れ
た
受
け
手
は
、
現
実
と
虚
構
が
混
乱
し
、
そ
れ
は
我
々

が
日
常
で
「
思
考
し
え
な
い
も
の
を
思
考
す
る
」
契
機
と
し
て
、
映
像
テ
ク

ス
ト
と
文
字
テ
ク
ス
ト
の
間
の
「
時
間
イ
メ
ー
ジ
」
を
通
し
た
想
像
力
の
伝

播
を
示
す
と
と
も
に
、
イ
メ
ー
ジ
と
イ
メ
ー
ジ
、
レ
イ
ヤ
ー
と
レ
イ
ヤ
ー
の

「
間
隔
」
を
想
像
力
を
通
し
て
読
む
こ
と
を
こ
こ
で
主
張
し
て
い
る
。

本
書
の
論
述
は
、
文
学
理
論
研
究
と
し
て
広
く
視
覚
理
論
に
目
を
配
っ
た

上
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
身
体
を
通
し
て
人
間
の
意
識

・
知
覚
に
作
用
し
想
像
力
が
発
生
す
る
認
知
を
捉
え
、
そ
れ
が
植
民
地
的
主

義
的
な
意
識
と
繋
が
る
よ
う
に
視
覚
性
と
外
界
と
の
関
係
を
分
析
す
る
契
機

と
な
り
、
禧
美
氏
が
「
想
像
力
の
伝
播
」
と
呼
ぶ
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
文
字

メ
デ
ィ
ア
の
想
像
力
の
相
関
を
理
論
的
に
解
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
道
か

つ
広
範
な
歴
史
的
な
資
料
探
索
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
よ
う
と
し
た
労
作
で
あ

り
、
優
れ
た
達
成
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
本
書
の
理
論
的
水
準
を
担
保
す
る
の
は
、
第
五
章
〜
第
七
章

で
の
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ス
『
シ
ネ
マ
』（
法
政
大
学
出
版
局
二
〇
〇
六
・
一

一
〜
二
〇
〇
八
・
一
〇
）
へ
の
依
拠
で
あ
る
。
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
は

感
覚
運
動
図
式
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
本
書
が
取
り
上
げ
る
よ
う
な
映
画

・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
「
感
覚
運
動
的
な
図
式
を
崩
壊
さ
せ
、
時
系
列
を

禧
美
智
章
著
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
想
像
力
│
文
字
テ
ク
ス
ト
／
映
像
テ
ク
ス
ト
の
想
像
力
の
往
還
│
』
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無
視
し
て
運
動
、
観
客
の
思
考
を
中
断
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ト
」

が
あ
り
、
た
と
え
ば
闇
か
ら
暗
闇
の
恐
怖
、
盲
目
の
恐
怖
、
映
写
機
の
故

障
、
光
と
闇
の
明
滅
と
し
て
の
映
画
を
認
識
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
沈
黙
や

無
意
識
の
動
作
を
み
た
と
き
、
感
覚
運
動
図
式
に
亀
裂
が
生
じ
て
「
時
間
イ

メ
ー
ジ
」
が
出
現
す
る
と
さ
れ
る
。

で
は
、
そ
れ
は
対
象
の
違
い
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
ロ
ラ
ン
・
バ
ル

ト
が
『
Ｓ
／
Ｚ
』
で
行
っ
た
の
は
読
み
う
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
古
典
的
な
テ

ク
ス
ト
が
現
代
的
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
書
き
う
る
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
る
と
い

っ
た
捉
え
返
し
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
禧
美
氏
が
特
権
化
す
る
鏡
花
や
賢

治
、
押
井
ら
の
映
画
に
そ
う
し
た
特
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
あ

る
映
画
は
時
間
イ
メ
ー
ジ
で
も
運
動
イ
メ
ー
ジ
で
も
両
様
に
捉
え
ら
れ
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
図
式
が
正
し
い
も
の
と
し
て
考

察
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
検
証
し
な
く
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ

ど
、「
時
間
イ
メ
ー
ジ
」
は
映
画
学
あ
る
い
は
現
代
思
想
の
解
釈
共
同
体
で

は
意
義
あ
る
図
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
正
当
性
は
解
釈
共

同
体
の
承
認
と
共
同
体
の
形
成
を
伴
う
。
解
釈
は
元
の
テ
ク
ス
ト
の
不
確
定

性
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
別
の
捉
え
方
も
可
能
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
た
と
え
ば
、
禧
美
氏
は
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
で
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
の

没
入
に
中
断
し
、
登
場
人
物
の
感
情
を
類
推
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
把

握
す
る
が
、
身
体
化
さ
れ
た
受
け
手
が
テ
ク
ス
ト
に
没
入
／
覚
醒
す
る
こ
と

は
映
画
の
み
な
ら
ず
小
説
や
詩
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。ま

た
、
本
書
の
分
析
方
法
で
あ
る
「
間
隔
」
を
読
む
と
は
行
間
を
読
む
に

類
似
す
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
画
像
等
の
「
間
隔
」
が
対
象
で
あ
る

が
、
読
者
の
小
説
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
化
に
よ
る
読
解
と
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
か
。
メ
デ
ィ
ア
間
や
作
り
手
・
受
け
手
間
の
「
想
像
力
の
伝
搬
」
へ
と

収
斂
す
る
と
き
、「
想
像
力
」
と
は
何
な
の
か
、
理
解
と
表
現
の
そ
れ
ぞ
れ

の
ズ
レ
は
問
題
と
さ
れ
な
い
の
か
「
読
む
」
こ
と
の
概
念
規
定
を
含
め
た
詳

細
な
検
討
が
改
め
て
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
本
書
で
は
物
語
性
が
文
学
性
と
同
義
と
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
必
ず
し
も
物
語
ら
な
い
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

は
断
片
の
接
続
に
よ
っ
て
物
語
性
を
創
り
出
す
と
共
に
物
語
に
回
収
さ
れ
な

い
側
面
も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
栗
原
詩
子
『
物
語
ら
な
い
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
』（
春
風
社
二
〇
一
六
・
二
）
の
音
楽
、
土
居
伸
彰
『
個
人
的
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
二
〇
一
六
・
一
二
）
の
詩
と
の
関
連
の

検
討
も
必
要
だ
ろ
う
。

的
外
れ
な
妄
言
を
連
ね
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
本
書
の
開
拓
し
た
領
野

に
ま
だ
様
々
に
探
求
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
本
書
が
最

初
の
確
か
な
足
が
か
り
と
し
て
貴
重
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、

さ
ら
に
そ
の
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
研
究
叢
書
５
、
風
間
書
房
、
二
六
八
頁
、
二

〇
一
五
年
一
〇
月
、
本
体
価
格
七
〇
〇
〇
円
）

（
に
し
た
や
・
ひ
ろ
し

富
山
大
学
）
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